
新東名高速道路 新磐田スマートＩＣ
開通後の利用状況と整備効果

静岡県 磐田市

令和６年３月
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１.位置・概要
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接続路線名： 第二東海自動車道横浜名古屋線（E1A 新東名高速道路）

■広域図

新磐田スマートＩＣ

■位置図
新磐田スマートＩＣ

接続形態 本線直結型

フルインター形式

出入方向 全方向

利用時間 ２４時間利用可能

対応車種 ETC車載器搭載の全車両

供用開始 令和３年７月１７日１５時

■概要

新磐田スマートＩＣ

L=8.7km

L=4.3km L=4.4km



１-2.完成写真

上り線側 北から南を望む 下り線側 南から北を望む

〇連結許可 ： 平成25年6月11日

〇開 通 ： 令和 3年7月17日
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２．利用交通量
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新磐田スマートIC開通前に整理する整備効果指標

２.新磐田スマートＩＣの利用交通量
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○計画交通量は1,500台/日
○令和５年１月～令和５年１２月の平均利用交通量は約７９０台／日※１

開通後（令和３年７月～令和６年１月）の平均利用交通量は約６９０台／日

○開通後の累計利用台数は約６４万台
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系列1 系列2凡例 日平均利用交通量 累計利用台数

R３年

コロナ禍

緊急事態宣言（静岡県）

まん延防止等重点措置（静岡県）

8/20～9/30

8/5～8/19

第６波 第７波

緊急事態宣言、ま
ん延防止等重点措
置の発令（感染者
の増加）に伴い交通
量が下落

※2 利用交通量は、NEXCO中日本東京支社より提供
※1 平均利用交通量は、R５．１～R５.１２を集計

7/1 ～
9/30 ※3

R4.1/1 ～ 6/30 ※3
7/1 ～ 9/30 ※3

※3 「静岡県の新型コロナウイルス感染症者発生・入院等の状況」

（静岡県健康福祉部新型コロナ対策企画課＆推進課Ｒ5.7.14）

第８波

10/1 ～ 2/10 ※3

日平均利用交通量

第５波

R５年R４年

５類へ移行（5/8～）

820
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利用交通量の変化
２-２. 整備前後におけるスマートICとその前後の既設ICにおける出入交通量
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【出入り交通量の変化】

※1 ■Ｈ３０.８～Ｒ１.7（コロナ影響前） と ■Ｒ４.8～Ｒ５.７で比較
※2 NEXCO中日本東京支社より提供

○新磐田スマートICとその前後の既設ICにおける出入交通量の合計は、整備の前後の既設ICにおける
出入交通量の合計より９４０台／日増加。※１
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３．整備効果の検証
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新磐田スマートIC開通後の整備効果検証項目

３．整備効果検証について

●開通後の整備効果項目は下表の効果①~効果④（実施計画書に記載の効果）

整備効果メニュー 指標・内容 具体的な指標 使用データ等
開
通
前

開通後

毎月 R5.3月 今回

整備効果①：
工業団地直結による
企業集積の促進
及び雇用創出

【指標❶】高速道路までのアクセス時間短縮

【指標❷】スマートＩＣ周辺の企業立地

・新平山工業団地から「浜松浜北ＩＣ」・「新磐田ス
マートIC」・「遠州森町スマートIC」への所要時間

・工業用立地企業数、雇用数

・走行時間調査（※開通前はＲ３．１実施）
※開通後はＲ４．７実施

・工業団地の企業を対象としたアンケート

〇

〇

〇

〇

整備効果②：
災害活動拠点への
時間短縮及び
リダンダンシーの確保

【指標❶】救援物資運搬のための
アクセス時間短縮

【指標❷】代替経路の確保（期待の声）

・「浜松浜北ＩＣ」・「新磐田スマートIC」・「遠州森
町スマートIC」・「いわたＩＣ」・「遠州豊田ＳＩＣ」か
ら災害活動拠点への所要時間

・災害、防災関係者の期待の声

・走行時間調査（※開通前はＲ３．１実施）
※開通後はＲ４．７実施

・磐田消防署及び防災担当者へのヒアリング

〇

〇

〇

〇

整備効果③：
搬送時間短縮による
地域医療サービス
の向上

【指標❶】搬送時間の短縮
・救急病院までの搬送時間の短縮

・全国総合交通分析システム（ＮＩＴＡＳ）
による算出

・磐田消防署への出動実績ヒアリング

〇 〇

整備効果④：
インターチェンジ
利用交通量の変化

【指標❶】新磐田スマートＩＣの交通量

【指標❷】ＩＣ出入交通量の適正な分担

・「新磐田スマートIC」利用交通量

・「浜松浜北ＩＣ」・「新磐田スマートIC」・「遠州森
町スマートIC」の利用交通量

・ＮＥＸＣＯ中日本提供によるＩＣ出入交通量

・ＮＥＸＣＯ中日本提供によるＩＣ出入交通量

〇

〇

〇

〇

〇

〇



４．新磐田スマートＩＣの現状分析
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新東名高速道路

東名高速道路

新磐田
ＳＩＣ

計画 1500台
実績 (７９０台) 遠州森町

ＳＩＣ
浜松浜北
ＩＣ

浜松いなさ
ＩＣ

新清水
ＪＣＴ

浜松いなさ
ＪＣＴ

三ケ日
ＪＣＴ

豊田
ＪＣＴ

豊田東
ＪＣＴ

東

京

方

面

大

阪

方

面

11

■Ｈ４２計画交通量は、１，５００台／日
⇒ Ｒ５．１．１～Ｒ５．１２．３１の利用交通量は、７９０台／日（計画の５３％）

■交通量の乖離箇所
◇ １００ｋｍ圏内の利用 ： 計画交通量の約８割を100㎞圏内ＩＣとの往来を見込んでいるが、100㎞圏内の利用は計画の４２％
◇方向別による利用状況 ： 大阪方面のＩＣとの通行利用量は計画量の４７％（東京方面は５８％）
※ 100ｋｍ圏内、特に静岡県内の利用者を増やす取組みが必要 ⇒ 周辺企業や観光、レジャー施設にＰＲ継続

⇒ 利便性向上に向けアクセス道路の整備推進

利用ＩＣペア比較（Ｈ42推計⇔Ｒ５実績）

計画1,2５0台（実績５２０台）＝ ４２％
100㎞圏内の交通利用量

参考

・ ・ ・ ・

（大阪方面）
１００ｋｍ圏

（東京方面）
１００ｋｍ圏

100㎞圏内外による利用量の比較 方向別による交通量の比較
（１００ｋｍ圏外ＩＣとの交通量）

２７０台（計画2５0台） ＝ １０８％
（１００ｋｍ圏内ＩＣとの交通量）

５２０台（計画1,2５0台）＝ ４２％

（大阪方面）
７４０

（３５０）
４７％

Ｈ４2推計
R ５ 実績

⇐ ［利用率］ ⇒

（東京方面）
７６０
（４４０）
５８％

清水
ＪＣＴ

・ ・ ・

計画６２０台（２４０台） 計画６３０台（２８０台）計画１２０台
（１１０台）

計画１３０台
（１６０台）

100㎞圏外 100㎞圏外

東海環状自動車道
三遠南信自動車道

伊勢湾岸自動車道

中部横断自動車道

清水いはら
ＩＣ

せと品野
ＩＣ

愛鷹
SＩＣ

名古屋南
ＩＣ

長久手
ＩＣ

身延山
ＩＣ

駿河湾沼津
SＩＣ

※ 実績値データ提供 ： NEXCO中日本東京支社



５．利用促進策の取組み
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13
「新磐田スマートＩＣ」からアクセスを記載（例）

『ホームページ掲載のアクセス案内図修正』

計画 ： 高速道路を利用して来訪者が見込まれる観光、レジャー施

設（物産販売・飲食店）について、ＨＰ案内図に「新磐田ＳＩＣ」
からのアクセス記載を依頼、修正を行う。

実施 ： 新磐田スマートIC周辺や信号交差点が少なくアクセスに便

利な県道上野部・豊田・竜洋線沿いに立地する１３施設のホ
ームページの交通アクセスについて「新磐田スマートIC」から
の案内を記載した。

５.利用促進策の取組み

花咲乃庄

とよおか
採れたて元気村

白壁館

シルクロード
ミュージアム

豊田香りの公園

竜洋海洋公園
オートキャンプ場

天竜川
ラブリバー公園

竜洋自然観察
昆虫公園

獅子ヶ鼻公園
トレッキングコース

市民文化会館
「かたりあ」

竜洋海洋公園

獅子ヶ鼻公園

新磐田ＳＩＣ豊岡梅園○利用促進策⑤
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５.利用促進策の取組み
○利用促進策⑥

▲配布チラシ（表）

▲配布チラシ（裏）

『市内イベントへの出店』

計画 ： 市外からの来訪が期待される産業イベント等を活用し、アク
セスパネルの展示、チラシ配布により、利便性の宣伝を行う。

実績 ： 下記イベント時に出店ブースを設置し広報活動を実施した。

【第１回】令和５年１０月２８日 「竜洋海洋フェスタ」
チラシ配布 １２０部
来場 約３，０００人（実行委員会による）

【第２回】令和５年１１月１９日 「豊岡ふるさとまつり」
チラシ配布 １２０部
来場 約５，０００人（実行委員会による）

【第３回】令和６年２月１０日 「竜洋昆虫公園遊具お披露目会」
チラシ配布 ７０部
来場 約１５０人（市主催者による）



６.今後の利用促進策の取組み
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新磐田SIC

『案内看板の増設』

県道上野部・豊田・竜洋線を北上して「新磐田スマートIC」へ
アクセスする場合について案内看板の増設が望ましい。
当該箇所は、一級河川天竜川の河川区域による掘削制限、
また、案内に最適な設置位置の検討（視認性）、必要により土
地所有者との協議等の課題があり設置には至っていない。設
置に向け引き続き課題解決に取り組む。

課題解決に向け、地中埋設（掘削部）を縮小するための製
品や路面標示による案内など県内外の設置事例の情報収集
を行う。

６．今後の利用促進策の取組み

▲ 県道上野部・豊田・竜洋線の状況（課題）

（河川区域）
掘削深さなどの制限

・用地や高さの制限
・視認性に効果がある

設置位置の検討

新磐田ＳIC

案内看板の増設

案内看板（設置済）

○利用促進策④

新磐田
スマートIC



７．今後のフォローアップスケジュールについて
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７.今後のフォローアップスケジュールについて
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○利用促進策①～③⑥ ：令和５年度に引続き、令和６年度以降も継続
○利用促進策④～⑤ ：令和６年度に実施予定
○地区協議会・作業部会 ： 定期的に開催し、利用交通量・整備効果の確認、利用促進策の検証等フォロー

アップを継続

R４年度 R5年度 R6年度 R7年度

利用促進策①
工業団地の未利用地の活用推進

利用促進策②
産業軸周辺への工場等の立地

利用促進策③
ｽﾏｰﾄIC南側アクセス道路の整備

利用促進策④
案内看板の増設

利用促進策⑤
ホームページ掲載の案内図修正

利用促進策⑥
イベントでのPR活動

作業部会

協議会

4月 4月 4月10月 10月 10月 10月

2月2月 2月2月

3月 3月3月3月

10月・11月 10月・11月 10月・11月

５月 1２月

５月 5月

関係機関協議～設置工事

５月 1０月 ５月 1０月

4月７月 １月 ７月７月 ７月１月 １月１月

豊田地区 豊田地区竜洋地区・豊岡地区 竜洋地区・豊岡地区

企業アンケート
補助金活用の推進

竜洋地区・豊岡地区

企業現状調査

用地未取得の折衝（市道下野部敷地線）・測量設計業務（市道大藤下神増線）

拡幅工事（県道横川磐田線）

補助金活用の推進

拡幅工事（県道横川磐田線） 県道横川磐田線拡幅工事

依頼 修正完了 依頼 修正完了

（R8以降継続見込み）

（R8以降継続見込み）

（R8以降継続見込み）


